凡　　　例

本篇は別冊全國深井地質資料台帳との両篇から成り立っている。

而して本篇は該台帳に基き武蔵野台地を含む広義の関東平野内に穿かれる深井の成層状態を図示し、関東各地方に発達する堆積層（水成岩）の対比層序の研究及関東平野を形成する地質構造の究明並に農業、土木、建築等の諸計画に対する参考地質工学等の資料に供せんとするものである。

又別冊の全國深井地質資料台帳は成層の層厚、深度、地質内容、及水深容量、深井構造等の詳細を掲げて地質、地下水、地震、地質工学及國土計画等の各科学分野に於ける有効自在な活用に具えたものである。

地質図符

本篇に採用した地質図符の企畫にあたっては表現方法の統一及びその普及を考慮し地質学に於ける從来の慣例を骨子に考案したものゝうちから記載の容易な簡單なものを採擇した。

地下水位

各柱状図の右側に記入した上下の２水位標は夫々自然及揚水々位であり又Ｉ水位標に対しては図符の約束に從いその所在を明かにした。

尚柱状図上端の欄外に例えばＮ．Ｗ．Ｌ（＋）０．３０ｍと記入したものは自噴井に於ける地表面より靜水圧面迄の水柱高である。

連續柱状図

本篇は各頁共Ｉ列１１０ｍを單位に５連記の形成をとった。

從って１１０ｍ以上の深井の場合は各深さに應じ２Ｂ至３列に稀に４列にも續くものがあり、又時に記載の都合で次頁に跨ったものもある。ところが連續杭状図は讀図上單記の分と紛れ安い虞れがあるので連續のものは斜線で結ぶ一方上部の要項欄に「續き」と記入して識別を容易にした。

深井の深さ

関東平野に分布する深井のうちで最も深いものの深度及その所在地等は誰も知りたい興味ある問題であるが関東全域に３，０００眼を予想される深井の約１８％より収録しない本篇からそれを知ることは困難である。然し深さに就いては下表より考案して３００ｍ以上に及ぶもののないことだけは略ほつ推定される。

高位置の深井

それでは関東平野内で最も高位置の深井はと言うとそれは本篇１６頁那須郡第１号の栃木縣那須基地農場に於ける標高３３０ｍと称しても誤りなしと思う。又全上第２号の栃木縣太田原町旧中岳飛行機製作所の標高２２０ｍも高位置の部類に入る。尚東京近郊では狹山丘陵西方の東福生驛（八高線）附近（本篇１１２頁西夛摩郡第３号）が標高１４０ｍが最高である。

関東平野の深井と諸外國の深井

あらゆる地下水の供給源は降水である。從って降水量の夛い吾が國に於いて深井水源に利用される被圧水資源は〓雨の大陸に比較して清淳且つ潤沢で、その開発も概して容易である。

例えば関東平野を構成する地向斜帯（大規模に土砂が沈積しつゝある低地帶）を見ても判る様にこの地域には特に厚い層で広範囲に分布するが如き所謂代表的な帶水層と称すべきものは発見されないが第三紀中期以后の各地質時代に生成した幾層もの帶水層が地下水に比較的浅く狹在状態をなし夫々豊かな天水を消化して良好な地下水帶を形成している。

斯の様に関東平野の優れた水源地質環境から各地方に立地する諸企業は建設費の低廉な浅い深井から安価な水を潤擇に汲み揚げて経営の合理化と生産の拡張を図りつゝある。

関東各地方の被圧水の利用状況から窺われる様に各地方とも地下３００ｍ以深に賦存する被圧水系は現在のところ未開発に属し、その豊富な被圧水資源は今后の諸産業の開発に大きな期待がかけられている。

次に本篇より関東各都縣に分布する深さ１５０ｍ以上深井のうちから代表的なものと深度で世界的な有名な諸外國の深井とを次表に揚げてたから参考にせられたい。

関東各都縣の主なる深井
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上記の深井のうちで夛量に水を使用する上水道や特殊企業が深部の被圧水を利用する理由は予めその附近に存在する深井との関係を考慮し自他の揚水による相互の影響を防止するためであって必ずしも深部でなければ良い水が得られないとか或いは深部に強力な水源が賦存すると言う意味からではない。

世界的に有名な深井
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泉の插繪に就いて

目次欄其の他の余白を利用して國土の保全、利用に深い関係を持つ泉の形態の色色に就いて紹介した。從来紹介された泉の大部分は諸外國のものを引例し、吾が國実例を挙げたものは甚少くない、そこで本篇では主として最近野外調査成果を取材とした插繪をかゝげた。

泉の功罪

吾が國は夛数の温泉と鉱泉を擁した世界無比の温泉國であるそして又複雑な地質構造からなるために至るところに夥しい数にのぼる各種類の湧泉が分布する泉が人類の福祉に生産に貢らす効用は既によく知られているが、又一方には泉による國土の荒廃及破壊的作用も軽視し得ないものである。吾々は古くから泉を家庭、上水道、工場、養魚等の水源に又山葵、水田、畑地等の潅漑に又水車、発電等の功力源にあらゆる方面に利用して来た。ところが各地方に於ける泉の利用状況を觀ると泉の科学に対する認識の不足から一般に計画性に乏しく、且つ消極的である。例えば泉の利用に当り、その成因及水理を究めて泉資源を積極的に開発し又保全する科学的な讀みは極めて少ない。泉の夛くは上水道の水と同様に圧力を持つ被圧水であり、その水量は常時略ほ定員で又水温は泉地点の平均気温より１～２°高く勿論四季不変の定温である斯の様に勝れた諸性質を持つ泉を夛数に擁した吾が國に於いては、この資源を大巾に開発保全することは最も必要な事である。泉の効果的な利用は泉の成因及それを涵養する地下水の種類とその地質、供給量水理等に就いて精査し、そして水源地質と水理條件に対應した計画的な利用方法を企画するにある。泉による災害の主なるものは耕地林野に対し破壊的な地辷り、鉱毒泉による農水産の被害、湿田、湿地の原因等であるその何れを取り上げても緊急解決されなくてはないもの許りである。從来各認承に就いては長い間夛く学者や専門家によって調査研究されているが未だに適確な措置策が得られず年々莫大な被害を蒙っている。尚各災害中特に局所的ではあるが暴威を振う破壊的な地辷りは泉による影響は極めて大である從ってこれには予め適切な地下水２法を実施し、破壊を未然に防止する積極的な手段を講ずる要がある。

人為的湧泉

泉には自然的なものゝ外に人為的の泉があるそれは鉄道や道路の開さく或いは墜道や鉱山の堀さく等に際し地下水路に堀り当てゝ生する出水、並に作井による自噴等である。人為的湧泉として有名なのは例の丹邦墜道開作当時西口より２．７００ｍのところで遭遇した断層からの１２０個（３．３ｍ３／ｓｅｃ＝２８５．１２０ｍ３／ｄａｙ）の出水である。この出水の結果丹邦盆地の山葵畑や水田に引いてた渓流が涸上り、部落民との間に問題を惹起したことは世人の記憶に新らたなところである。次に鉱山の出水としては岩手縣松尾鉱山から排出する４０，０００ｍ３／ｄａｙの強悪な鉱毒水は本部鉱山中最大と称せられている。この境内毒水は赤川を経て最上川に合流し各流域の農産に悪影響を与い、経営者側と地方民との間に煩はしい問題を醸している。尚作井の自噴量に就いては別冊深井地質台帳を参照されたい。

富士山麓の湧泉群

吾が國に於いて大湧泉と称せられるものゝ夛くは石灰岩及火山地帯である。特に山体の全部が透水性の火山砕屑岩及び熔岩からなり降水の全部を吸収して自然の大貯水池を形成する富士山から供給される山麓部の湧泉群は著名である。これについては神原博士の報告を引用することゝする。富士山の大貯水池から供給される泉は北の桂川、東南の黄瀬川及び西南の油井川、芝川の四水系となる。桂川の上流部に位し大小８眼の湧泉があり、その合計水量は３０５個（８．５ｍ３／ｓｅｃ）である。この８湧泉中、山中湖、西北の忍野村忍草にある八海の池村１００個（２．８ｍ３／ｓｅｃ）を湧出し最大である。黄瀬川水系では下流部の三岳市内の各所に湧出するのが古くから有名で夫等の合計水量は実に５３０個（１５ｍ３／ｓｅｃ）と称せられる大量で南伊豆第一狩野川の揚水量を上廻ると言ふ。三岳附近の湧泉は紡績工業及潅漑等に利用されている。更に平水系上流部の標高５００ｍ内外のところに位し、須川、大御神の両湧泉があり夫々６０個（１．７ｍ３／ｓｅｃ）である。又中流部の岩汲附近にも８０個（２．１ｍ３／ｓｅｃ）のものがある。油井川水系はその上流部の酵走と富士見市の両所に夫々１５０個（４．２ｍ３／ｓｅｃ）の大湧泉があり、下流部の三日市場に６０個（１．７ｍ３／ｓｅｃ）が湧出する。富士見市のものは浅間神社境内の湧王泉（玉泉洞）が泉源で天然記念物に指定されている同市の水道はこの水を利用している。芝川水系では谷頭部の猪の頭に２００個（５．６ｍ３／ｓｅｃ）の大湧泉がありこの水で紅鱒の養殖を行っている。又この下流の白糸滝の熔岩からは約５０個（１．４ｍ３／ｓｅｃ）が更に下流の大鹿窪に於いて４０個（１．１ｍ３／ｓｅｃ）が夫々湧出している。以上富士山麓を綾る湧泉群に就いて述べた。結局各湧泉群の合計水量は１．７９５個（４８．５ｍ３／ｓｅｃ＝４．１９０．４００ｍ３／ｄａｙ）と言ふ大量である。尚富士大貯水池の供給する地下水は上池の外に光原市～沼津市～三原市等の地下深部を瀦溜して大量の水が駿河湾底から海に吐出している。各都縣の仕切扉（赤紙）に掲げた各項目は下記資料に據った。

[image: image3.jpg]%
RS
AL

8 & BV gy 1)
A FT A 4G

%]
n ) 74
N A2

1% SR TR

o

p S R 7R

3 20 THE R E

CUER A
Y5 Fe 22 AR TETH 3 R
Vh Fe 283 i\%ﬁﬂfq\/ﬂ\‘?ﬂ 12}0(@
A RRT BB ATER S 20 3 ThAFEHA
A

ST M BEMEE £5 4200 LR
Wizl % 7t it 3 &

EaREA T EHGEATEAKE 23 AR





地央

太古より現今に至るまで、陸上に又海底に水成岩の沈積があり、新しいものが古いものゝ上部に堆積することは周知の通りである。海成であるか陸成であるかによって水成岩はその堆積時に棲息した生物の遺骸即ち化石を含有する。化石生物は古いもの程其体制が簡單で新しいもの程複雑である。環境の変化に敏感な生物はその棲息に適した條件下のある時代には特異の発展を遂げて全世界に拡まり気候の変化、地殻の変動を受けて環境の不利な激変には絶滅の状態に至り、次の時代には又時代の條条に順應した生物の繁殖を見るに至る。即ち生物は時代の変遷に連れて変化し、化石を通じて最もよく見ることが出来る。斯の様なある時代と換言すれば同時代に沈種した地層中には特異なそして共通した化石が含まれることゝなり化石によって地層の対比を行うことが出来なかった化石を標準と名づける一方に於いて地殻の変動は地層の不整合を来し、火山活動が旺になれば凝灰岩の厚い発達を見、火成岩の迸入が著しくなる等の事実を見るのである。かく地層の層序は地層中に含まれる化石を経とし、地層中に遣される不整合地層の岩石学的研究を緯として地殻の変動気候の変化水陸の分布、生物の変遷を究めるのが地央学である。

地質時代と地質系統

地層の沈積が始まり生物が出現して以来の地質時代は化石の種類地殻の変動を基準にして五つの代（ＥＹａ）即ち始生代、原生代、古生代、中生代、新生代に区分し、各代は更に紀（Period）各紀は世（Epoch）に分類することは次に掲げる地質系統に示す通りである。各代に沈積した地層を界（Group）各地の地層を系（Systemｍ）各世の地層を統（Series）に分ける地質時代の数学的計算は古来夛くの学者によって各代の地層の厚さを以て海水の塩分の量を以て或いは各界の含有する放射能物質とそれより崩壊の結果生ずる鉛との比によって計算されているが計算方法の異なるに從って成果にも大きな差異があり目下の状態では年数を以て地質時代を区分することは不可能である。
